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佐
賀
県
と
佐
賀
地
方
気
象
台
が
共
同
で

発
表
す
る
防
災
情
報
で
す
。

〜
発
表
さ
れ
る
基
準
は
？
〜

　

こ
の
情
報
は
、迅
速
な
避
難
に
よ
り
土
砂

災
害
に
よ
る
人
的
被
害
を
な
く
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、大
雨
警
報
発
令
中

に
、佐
賀
県
と
佐
賀
地
方
気
象
台
が
市
町

単
位
で
土
砂
災
害
の
発
生
危
険
度
を
判

定
し
、危
険
度
が
高
ま
っ
た
場
合
に
発
表

さ
れ
ま
す
。

〜
誰
に
発
表
さ
れ
る
の
？
〜

　

佐
賀
地
方
気
象
台
か
ら
佐
賀
県
危
機
管
理

セ
ン
タ
ー
を
介
し
神
埼
市
へ
通
知
さ
れ
、対

象
地
区
の
区
長
さ
ん
へ
伝
達
さ
れ
る
ほ
か
、

神
埼
市
や
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
や
テ
レ
ビ
等
の
報
道
機
関
に
も
伝
達

さ
れ
住
民
の
皆
さ
ま
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

〜
発
表
さ
れ
た
時
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
〜

土
砂
災
害
危
険
箇
所
や
土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
近
く
に
い
る
人
は
、避
難
勧
告
等

の
発
令
の
有
無
に
関
ら
ず
に
早
め
に
避

難
す
る
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

〜
台
風
の
接
近
や
大
雨
が
予
測
さ
れ
る
時
は
〜

○
屋
外
で
は

・
物
干
し
竿
や
物
干
し
台
は
寝
か
せ
、
自

転
車
な
ど
は
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
柱

な
ど
に
結
び
つ
け
て
お
く
。

・
庭
木
に
支
柱
を
立
て
た
り
、
植
木
鉢
や

ゴ
ミ
箱
な
ど
は
屋
内
に
入
れ
て
お
く
。

・
側
溝
や
雨
ど
い
・
雨
マ
ス
に
溜
ま
っ
た

落
ち
葉
な
ど
を
取
り
除
き
排
水
を
よ
く

す
る
。

・
窓
や
雨
戸
を
し
っ
か
り
と
閉
め
、
外
側

か
ら
板
な
ど
で
補
強
し
て
お
く
。

・
瓦
や
ト
タ
ン
が
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に

補
強
し
て
お
く
。

・
浸
水
の
危
険
が
あ
る
場
合
は
日
頃
か
ら

土
の
う
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
。

○
屋
内
で
は

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
に

十
分
注
意
す
る
。

・
浸
水
に
備
え
て
、
家
財
道
具
や
食
料
、

衣
類
、
寝
具
な
ど
の
生
活
用
品
は
高
い

場
所
へ
移
動
さ
せ
、
貴
重
品
な
ど
の
非

常
持
ち
出
し
品
を
準
備
す
る
。

・
懐
中
電
灯
や
予
備
の
電
池
を
準
備
す
る
。

・
飲
料
水
を
確
保
す
る
。
浴
槽
に
水
を
張

る
な
ど
し
て
生
活
用
水
を
確
保
す
る
。

・
外
か
ら
の
飛

散
物
に
備
え

て
カ
ー
テ
ン

や
ブ
ラ
イ
ン

ド
を
下
ろ
し

て
お
く
。

大
雨
の
際
に
は
、
雨
量
や
自
宅
付
近
を
流

れ
る
川
の
水
位
が
気
に
な
る
も
の
で
す
。

各
河
川
の
水
位
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
省

「
川
の
防
災
情
報
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
越
水
や
破
堤
の

危
険
が
高
ま
っ
た
際
に
は
神
埼
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
対
象
河
川

の
沿
線
地
区
の
区
長
さ
ん
へ
伝
達
し
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
ご
存
知
で
す
か
？

大
雨
の
時
、
気
に
な
る
川
の
水
位

１  

土
砂
災
害

２  

風
水
害

防
災
特
集『
災
害
へ
の
備
え
と
対
策
③
』

災
害
警
戒
・
避
難
情
報

災
害
警
戒
・
避
難
情
報

災
害
警
戒
・
避
難
情
報

水位の呼称

水防団待機水位

氾濫注意水位

避難判断水位

氾濫危険水位

住民・市の行動 （例）城原川・日出来橋

２.００ｍ

２.５０ｍ

３.５０ｍ

４.３２ｍ

水防団（消防団）出動準備

住民：氾濫に関する情報に注意
市　：避難準備情報の発令を判断
水防団（消防団）出動

住民：避難を判断（自主避難の開始）
市　：避難勧告の発令を判断

住民：避難を開始
市　：避難指示の発令を判断

がけ崩れがけ崩れ 土石流土石流 地すべり地すべりがけ崩れ 土石流 地すべり

がけ崩れの前兆 土石流の前兆 地すべりの前兆
・がけから小石がばらばら落ち
てくる。

・がけから水が湧き出てくる。
・がけに割れ目ができる。

豪雨や地震により地盤がゆるみ
突然崩れ落ちる現象。

山や谷から崩れた土や石などが大雨などの
水と一緒になって一気に流れ出てくる現象。

斜面の一部あるいは全部が地下
水の影響と重力によってゆっく
りと斜面下方に移動する現象。

・山全体がうなるような音「山鳴り」がする。
・川が濁り流木が混じる。
・雨が降り続いているのに川の水が
減っている。

・地面にひび割れができている。
・樹木が傾いたり、倒れたりす
る。
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災
害
発
生
が
予
測
さ
れ
る
際
は
、テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
の
災
害
情
報
に
併
せ
、
関
係
機
関
や

市
の
災
害
対
策
本
部
か
ら
の
情
報
に
注
意

し
、
不
安
を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
を
開
始

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
避
難
さ
れ
る
際
は
１
人
で
行
動
せ

ず
に
近
所
の
人
達
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
を
開
始
す
る
と
き
は
、
火
の
元
の
点

検
と
戸
締
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。市
で
は
昨
年
の
豪
雨
災
害
を
受
け
、神

埼
高
校
と
神
埼
清
明
高
校
と
協
定
を
締
結

し
、新
た
に
避
難
所
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

〜
持
ち
出
し
品
〜

・
飲
料
水
（
煮
炊
き
、
飲
み
水
）
は
、
１

人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に
準
備
す

る
。

・
食
料
品
（
主
食
：
レ
ト
ル
ト
の
ご
飯
、

ア
ル
フ
ァ
米
）（
お
か
ず
：
缶
詰
、
レ
ト

ル
ト
、
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
な
ど
）
を
準

備
す
る
。

・
医
薬
品
（
常
備
薬
、
持
病
の
薬
）
、
治

療
上
特
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
食
品
、

乳
幼
児
の
粉
ミ
ル
ク
・
離
乳
食
な
ど
。

・
貴
重
品
（
現
金
、
通
帳
、
印
鑑
、
健
康

保
険
証
な
ど
）
も
非
常
時
に
持
ち
出
せ

る
よ
う
に
し
て
お
く
。

・
懐
中
電
灯
や
大
型
ラ
イ
ト
な
ど
の
照
明

器
具
を
す
ぐ
に
手
の
届
く
場
所
に
常
備

す
る
（
予
備
の
乾
電
池
も
）。

・
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
、
固
形
燃
料
な
ど
。

・
携
帯
ラ
ジ
オ
（
予
備
の
電
池
も
）

・
毛
布
、
手
袋
（
軍
手
）、
衣
類
（
雨
具
、

下
着
、
防
寒
着
、
タ
オ
ル
な
ど
）

〜
避
難
の
心
得
〜

・
ひ
も
で
締
め
る
運
動
靴
を
履
く
（
長
靴

は
中
に
水
が
入
り
、
動
き
に
く
い
の
で

や
め
る
）。

・
互
い
の
身
体
を
ロ
ー
プ
で
結
ぶ
な
ど
し

て
、
は
ぐ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
子
ど
も
か
ら
絶
対
に
目
を
離
さ
な
い
。

・
浸
水
時
に
歩
け
る
深
さ
は
、
男
性
で
70

㎝
、
女
性
で
50
㎝
が
限
界
。
流
速
が
あ

る
場
合
、
足
の
く
る
ぶ
し
以
上
の
水
量

が
あ
る
と
流
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
危
険

な
の
で
無
理
は
せ
ず
高
所
で
救
助
を
待

つ
。

・
非
常
持
ち
出
し
品
な
ど
は
、
で
き
る
だ

け
背
負
う
。

・
水
面
下
の
、
ふ
た
の
脱
落
し
た
マ
ン

ホ
ー
ル
、
側
溝
、
段
差
な
ど
に
注
意
し
、

長
い
棒
を
杖
代
わ
り
に
し
て
安
全
を
確

認
し
な
が
ら
歩
く
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
背
負

う
。

・
幼
児
は
浮
き
袋
、
乳
児
は
ベ
ビ
ー
バ
ス
な

ど
を
利
用
し
て
、
安
全
を
確
保
す
る
。

３  
避
難

市
で
は
、
気
象
官
署
・
砂
防
関
係
機
関
等

か
ら
の
情
報
と
巡
視
等
に
よ
る
土
砂
災
害
の

前
兆
現
象
な
ど
を
基
に
「
神
埼
市
避
難
勧
告

等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
よ
り
避

難
情
報
を
発
令
し
ま
す
。

災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
際
に
、

市
の
災
害
対
策
本
部
や
区
長
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
・
広
報
車
な
ど
か
ら
避
難
情
報
が
伝
え

ら
れ
た
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
行
動
が
と

れ
る
よ
う
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
１
）避
難
情
報

自
分
で
持
て
る
重
さ
に
ま
と
め
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
持
ち
出
し
袋
に

入
れ
て
お
き
、
取
り
出
し
や
す
い
場
所
に

保
管
し
、
保
存
期
限

や
季
節
に
よ
っ
て
交

換
、
補
充
し
な
が
ら

３
日
間
は
自

力
で
し
の
げ

る
よ
う
に
準

備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

（
２
）非
常
時
の
持
ち
出
し
品

災
害
警
戒
・
避
難
情
報

〈避難所一覧〉

◆は、早期開設避難所

神　埼　町
◆神埼市中央公民館
神埼小学校
神埼中学校
神埼中央公園体育館
神埼町保健センター
西郷小学校
Ｂ＆Ｇ海洋センター
仁比山小学校
神埼高校
神埼清明高校

千 代 田 町
◆千代田町保健センター
千代田西部小学校
千代田中部小学校
千代田中学校
次郎体育館
千代田文化会館
千代田東部小学校

脊　振　町
◆神埼市脊振公民館
脊振小学校
脊振中学校
脊振勤労者体育館
倉谷避難所
脊振２０００年館
脊振山麓習遊館
鳥羽院山荘

避難情報の種類 内　容 市民の皆さまがとるべき行動

避難準備情報

避難勧告

避難指示

がけ崩れ 土石流 地すべり

高齢者や体が不自由な方など、避
難に時間を要する人たちがいち早
く避難できるよう、避難勧告に先立
って発令するものです。

災害の発生する可能性が高まった
ときに発令するものです。

避難場所へ避難を開始してくださ
い。

避難勧告より強いもので、災害発生
の危険性が非常に高いときに発令
するものです。

避難をしていない人は、ただちに避
難してください。

ひとり暮らしの高齢者や体の不自由
な人などは避難を開始してください。
それ以外の人は、家族の連絡、非常
持ち出し品の準備など、すぐに避難
できる準備を開始してください。



10市報かんざき　5　月号

４  
災
害
時
要
援
護
者

災
害
時
要
援
護
者（
一
人
暮
ら
し
・
寝
た
き

り
の
高
齢
者
、身
体
・
知
的
障
害
者
な
ど
）は
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、迅
速
な
避
難
が
難

し
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。お
互
い
に
協

力
し
合
い
、地
域
が

一
丸
と
な
っ
て
積
極

的
な
支
援
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

市
で
も「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計

画
」を
定
め
、市
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
。

（
１
）高
齢
者
・
傷
病
者

・
援
助
が
必
要
な
と
き
は
、複
数
の
人
で
対

応
す
る
。

・
急
を
要
す
る
と
き
は
、ひ
も
な
ど
を
使
っ

て
背
負
い
、安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
。

（
２
）肢
体
の
不
自
由
な
人

・
車
椅
子
の
方
は
階
段
で
は
必
ず
複
数
の

人
で
援
助
し
、上
が
る
と
き
は
前
向
き
に
、

下
が
る
と
き
は
後
ろ
向
き
に
し
て
恐
怖
感

を
与
え
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

・
背
負
う
場
合
は
ひ
も
な
ど
を
使
い
、要
援

護
者
の
両
手
は
自
由
が
利
く
よ
う
に
す
る
。

（
３
）耳
が
不
自
由
な
人

・
話
を
す
る
と
き
は
真
っ
す
ぐ
顔
を
見
て
、

口
を
な
る
べ
く
大
き
く
動
か
し
て
話
す
。

・
筆
談（
筆
記
法
）は
、手
の
平
に
指
先
で
文

字
を
書
く
や
り
方
で
も
よ
い
。

（
４
）目
の
不
自
由
な
人

・
誘
導
す
る
時
に
は
、つ
え
を
持
っ
た
方
の

手
は
取
ら
な
い
。

・
手
先
や
手
首
を
持
た
ず
に
肘
の
辺
り
に

軽
く
触
れ
て
、ゆ
っ
く
り
歩
く
。

（
５
）
知
的
障
害
の
あ
る
人

・
日
頃
か
ら
、災
害
時
の
行
動
や
危
険
な
場

所
を
繰
り
返
し
伝
え
て
お
く
。

・
慌
て
な
い
よ
う
に
優
し
い
声
で
指
示
を
出

し
、手
を
と
っ
て
避
難
誘
導
す
る
。

（
６
）
内
部
障
害
の
あ
る
人

・
緊
急
に
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、最
寄
り

の
医
療
機
関
か
防
災
関
係
者
に
相
談
す

る
。

・か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
や
救
護
所
な
ど

の
情
報
収
集
の
手
助
け
を
す
る
。

５  

神
埼
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

近
年
、台
風
の
発
生
数
が
増
加
し
集
中
豪

雨
が
多
発
す
る
な
ど
、異
常
気
象
が
憂
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
大
雨
の
際
に
、浸
水
が
想
定
さ
れ
る

区
域
を
示
し
た『
神
埼
市
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
』を

作
成
し
て
い
ま
す
。ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、浸

水
想
定
区
域
図
の
ほ
か
に
、円
滑
か
つ
迅
速
な

避
難
を
確
保
す
る
た
め
、避
難
所
の一
覧
や
土

砂
災
害
危
険
個
所
お
よ
び
医
療
機
関
一
覧
な

ど
の
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
、神
埼

市
役
所
お
よ
び

千
代
田
総
合

支
所
、脊
振
総

合
支
所
で
配

布
し
て
い
ま

す
。ま

た
、神
埼

市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
示

し
て
い
ま
す
。

６  

神
埼
市
防
災
メ
ー
ル

現
在
、神
埼
市
で
は
災
害
発
生
の
危
険
が

あ
る
場
合
な
ど
に
、区
長
さ
ん
を
通
じ
て
市
民

の
皆
さ
ま
へ
情
報
を
伝
達
し
て
い
ま
す
が
、そ

れ
と
併
せ
て
、い
ち
早
く
災
害
の
情
報
等
を
お

伝
え
す
る
た
め
に
防
災
メ
ー
ル
の
配
信
も
行
っ

て
い
ま
す
。

災
害
時
に
、避
難
情
報
、土
砂
災
害
情
報
等

を
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
こ
と
で
、よ
り
多
く
の

方
に
情
報
を
伝
達
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
の
配
信
は
、ご
自
分
の
携
帯
電
話
か

ら
会
員
登
録
を
す
る
だ
け
で
、ど
な
た
で
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
平
成
２３
年
度

中
の
運
用
開
始
を
予
定
し
て
お
り
、現
在
、適

切
か
つ
正
確
な
情
報
伝
達
体
制
の
構
築
に
努

め
て
い
ま
す
。

～防災メールの登録の方法～

1.　521111＠e-mnet.jp へ空メールを送信します。

2. 「仮登録ありがとうございます」というメールが返信され
　てきますので、内容を確認してください。
　　メール文の中でURLアドレスが表示されますのでクリック
　してください。

3． 入力画面が表示されますので、案内に従って名前と住所
　を入力します。
　　入力後「送信」をクリックすると確認画面が表示されま
　すので、内容を確認して「登録」をクリックしてください。
　　※住所は地区名までで結構です。
　　※電話番号・郵便番号等は、入力されなくて構いません。

　しばらくすると、「登録を完了しました」というメールが
送信されてきますので内容を確認してください。
　登録者の名前が入ったメール文が表示されれば終了です。



◎問い合わせ先　佐賀地方気象台　防災業務課　☎３２－７０２６
▲気象庁マスコットキャラクター
　「はれるん」

市や町ごとの
警報・注意報の
イメージです

三瀬

九年

鳥栖

吉野ヶ里
遺跡

神埼駅
佐賀 ３４号線

大和

国産無着色表推奨店

神埼町鶴 　52－2622

一級技能士が
確かな技術を提供致します
畳表の品質の見分け方
お教えします！

1　7　1

11 市報かんざき　5　月号

7  
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

・
伝
言（
再
生
）の
時
間
は
１
件
あ
た
り
30
秒

で
す
。

・
伝
言
の
保
存
は
２
日
間
で
、ひ
と
つ
の
電
話

番
号
に
つ
い
て
10
件
ま
で
録
音
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

神
埼
市
役
所　

総
務
課

☎
3

7｜
0

1
0

0
伝言ダイヤルの利用方法

録音する人は自宅の電話番号

伝言を聞く人は被災地の人の電話番号

※どちらも市外局番からダイヤルしてください

⇒　伝言を吹き込む

⇒　伝言を聞く

1

2

⇒

⇒

市
や
町
ご
と
に
警
報
・
注
意
報
を
発
表
し
ま
す

気
象
庁
で
は
、５
月
27
日（
予

定
）か
ら
気
象
に
関
す
る
す
べ
て
の

警
報
・
注
意
報
を
市
や
町
ご
と
に

発
表
し
ま
す
。

現
在
、佐
賀
地
方
気
象
台
で
は

警
報
・
注
意
報
を
、六
つ
の
地
域（
神

埼
市
は「
鳥
栖
地
区
」）に
分
け
て

発
表
し
て
い
ま
す
が
、発
表
区
域
を

市
や
町
ご
と
に
す
る
こ
と
で
、ど
こ

を
対
象
に
警
報
・
注
意
報
が
発
表

さ
れ
て
い
る
の
か
分
か
り
や
す
く
な

り
、よ
り
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発

表
・
解
除
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま

す
。お

住
ま
い
の
市
や
町
に
、大
雨
警

報
・
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
時
の

行
動
の
目
安
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
雨
注
意
報
】

・
非
常
用
持
ち
出
し
品
の
点
検
、避

難
場
所
や
経
路
の
再
確
認
な
ど

を
行
う

・
危
険
な
場
所
に
近
づ
か
な
い（
が

け
、川
、側
溝
な
ど
）

【
大
雨
警
報
】

・
危
険
を
感
じ
た
ら
身
の
安
全
を

図
る（
早
め
の
避
難
。避
難
が
困

難
な
場
合
は
２
階
な
ど
、よ
り
安

全
な
場
所
へ
の
移
動
）

・
市
町
村
長
が
発
令
す
る
避
難
勧

告
な
ど
に
注
意
す
る
。

　詳細は、佐賀地方気象台ホームページ（http://www.jma-net.go.jp/saga/）を参照してく
ださい。
　土砂災害や洪水などの災害から身を守るために、市や町ごとに発表する警報・注意報を
はじめ、最新の気象情報のご利用をお願いします。

有
料
広
告

有
料
広
告


